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今後のスケジュール 
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今後の検討予定 

今年度から段階的な施工を開始しており施工後の状況についてモニタリングを行う。 
次年度以降はモニタリング結果を踏まえ、対策案の見直し・修正を適宜おこなう。 

• 平成26年度の検討から抽出された検討課題と今後の検討事項の案を以下にしめす 

巨礫の配置に関する検討（横断的な配置や
一定幅としない配置など） 

巨礫配置方法を検討のうえ大型模型実験によ
り効果を検証 

【検討課題 】 【検討事項 】 

河床低下対策実施後の河道状況は？ 
モニタリングの実施により河道状況を把握し河
床低下対策工を評価 
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年次スケジュール 
今後は以下のスケジュールを予定しています 

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

河道管理ワーキング ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

全体計画（現地施工）

測量

詳細設計

準備・施工 冬期施工

調査・モニタリング

室内模型実験

実施

大型模型実験（石狩実験場）

模型製作、模型の検証 冬期は実施不可

模型の検証 冬期は実施不可

実施 冬期は実施不可

河床低下対策検討

河床低下対策に関する検討

①低水路拡幅・帯工案等の検討

②環境・生態系、周辺住民等への
影響検討

③事業費に関する検討

④河床低下対策工の総合評価

河床低下対策全体計画（案）
の検討

モニタリング計画に関する検討

大型模型実験結果の分析

地元調整等

予算要求等

概要 項目
平成23年度
（2011年度）

平成24年度
（2012年度）

平成25年度
（2013年度）

平成26年度
（2014年度）

平成27年度
（2015年度）

平成28年度
（2016年度） 備考

実験結果を適宜計画に反映

平成30年度
（2018年度）

平成29年度
（2017年度）

平成31年度
（2019年度）～

事前調査 モニタリング モニタリング

大型模型実験見学会
大型模型実験結果の分析

第2段階施工に向けて

大型模型実験、モニタリン

グ結果を受けての再検討

低水路拡幅・

岩盤被覆

本日

旭川市雪堆積場及びその他占用箇所

施工計画検討（事務所）

モニタリング計画（案）の立案

モニタリングモニタリング モニタリング
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来年度のワーキング（予定） 
来年度の河道管理ワーキングでは以下の議題を予定しています 

第１回：平成２７年１０～１２月頃 
 

[意見交換] 
１．大型模型実験（途中経過と予定） 
 ・河岸際の対策 
２．モニタリング結果報告 
３．他課題に対する検討結果 
 

[報告] 
４．施工後の現地状況について 
５．H27年度の施工概要について 
 

[実験視察] 
６．大型模型実験視察 

第２回：平成２８年１～３月頃 
 

[意見交換] 
１．大型模型実験（分析結果） 
 ・河岸際の対策 
２．他課題に対する検討結果 
 

[報告、現地視察] 
３．施工状況報告及び現地視察 
 
 
 
 


